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＊1 IMCS：高層ビルや地下街などの携帯電話が
つながりにくい，あるいはつながらない場
所でも通信を可能とするドコモのシステム．
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OFFICEEDサービスは，FOMA端末間，およびFOMA端末とユーザPBX配下

端末間の定額通話を提供するサービスである．本サービスの提供のため，PBXと

基地局間データ転送装置の接続を可能とする新規装置を開発した．

1. まえがき
法人向け構内ソリューションである

「PASSAGE」の後継サービスとして，

ドコモでは，FOMA／無線LANデュ

アル端末と無線LANシステムを用い

た「PASSAGE DUPLE」，「ビジネス

mopera IP セントレックス」サービス

を提供してきた．これらのサービス

は，無線LANを用いて内外線通話を

行うことを特徴としている．

一方で無線LANを使用せず，かつ

使用端末に制限のない構内ソリュー

ションも要望されている．そこでドコ

モでは，FOMA端末間の定額通話を

可能とする「OFFICEED」サービス

を開始した[1]．本サービスでは，内

線通話に求められる基本機能として，

短縮番号によるダイヤル機能や保留

転送機能を提供する．「PASSAGE

DUPLE」，「ビジネス mopera IP セン

トレックス」サービスとの位置付けを

図1に示す．

本サービスは，ユーザビル構内の

OFFICEEDエリア圏内における，

FOMA端末間の定額通話や，PBX

（Private Branch eXchange）配下の

端末（以下，PB X 配下端末）と

OFFICEED エリア内に在圏する

FOMA端末間の定額通話を提供する．

なお，OFFICEEDエリアとは，ユーザ

ビル構内のIP系のIMCS（Inbuilding

Mobile Communication System）＊1設

備で構築されたエリアを指す．

本サービスでは，ビル構内における

通話を対象とするため，通常のFOMA

通話とは異なり，FOMA端末間通話，

FOMA端末とPBX配下端末間通話と

もにビル構内で通話路を折り返す方式

とし，通信コストの削減を可能とし

た．接続イメージを図2に示す．

本稿では，OFFICEEDサービス，ネ

ットワーク制御の概要，およびPBX

接続時の通話路をビル構内で折り返す

ために必要となる新規装置のシステム

構成および概要について述べる．

2. サービス概要
OFFICEEDサービスでは，以下の機

能を提供する．

①FOMA端末間の拠点内通話

OFFICEEDエリア圏内のFOMA

端末どうしで，音声／TV電話を可
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能とする．端末操作は「＊55＋相手

の携帯電話番号」をダイヤルする．

②FOMA端末とPBX配下端末間の

拠点内通話

OFFICEEDエリア圏内のFOMA

端末とPBX配下端末で，音声通話を

可能とする．端末操作は，「＊55＋

PBX配下接続端末の内線番号（以

下，PBX端末番号）」をダイヤルす

る．本機能はOFFICEED契約に加

えて，OFFICEEDグループ＊2単位で

PBX接続サービス契約を行うことで

提供される．

③短縮番号機能

FOMA端末に短縮番号を割り当

て，「＊55＋短縮番号＊3」ダイヤル

での拠点内通話を可能とする．

④OFFICEED圏外転送機能

着信者がOFFICEEDエリア圏外

にいる場合に，通常のFOMA通話

（従量課金）として接続する．

⑤保留転送機能

拠点内通話中に，FOMA端末より

保留転送を起動できる．

⑥OFFICEED優先接続機能

「相手の携帯電話番号」のみをダ

イヤルした場合に，発着信者が

OFFICEEDエリア圏内にいれば拠

点内通話（定額）とし，発着信者の

いずれかがOFFICEEDエリア圏外

にいれば，通常のFOMA通話（従

量課金）として接続する．

3. ネットワーク制御の概要
3.1 OFFICEED基本呼接続
OFFICEED基本呼接続を行う条件

は，発信者と着信者が同一OFFICEED

グループに属し，かつ共にOFFICEED

エリアに在圏することである．

OFFICEED基本呼接続のシーケン

スを図3に示す．発信者がFOMA端末

で「＊55＋相手の携帯電話番号」を

ダイヤルすると（図 3（b）①），発

FOMA端末からLMMS（Local Mobile

Multimedia switching System）＊4に発

信要求が通知される（図3（b）②）．

LMMSは，発信者のOFFICEED契約

判定後（図3（b）③），IP化対応無線ネ

ットワーク制御装置（IP－RNC：IP－

Radio Network Controller）＊5に発側接

続要求を通知する（図3（b）④）．IP－

RNCにはIP－BTS（IP－Base Transceiv-

er Station）＊6で拠点内通話が可能な

OFFICEEDグループIDがあらかじめ

登録されている．IP－RNCは，LMMS

からの発側接続要求に設定されている

OFFICEEDグループIDと発信者が在

圏しているIP－BTSから，OFFICEED

エリア圏内からの発信か否かを判定す

る（図3（b）⑤）．OFFICEEDエリア圏

内の場合，基地局間データ転送装置

（BS－DTM：Base Station－Data Trans-

fer Module）＊7に拠点内接続するための

通話路確立を指示し（図3（b）⑥，⑦），

LMMSに発側接続応答を通知する（図

3（b）⑧）．

次にLMMSは，着信者のOFFICEED

契約状態をサービス制御装置（SCP：

Service Control Point）＊8に問合せ応答

後（図3（b）⑨～⑪），さらにIP－RNC

に着側接続要求を通知する（図3（b）

⑫）．IP－RNCは，LMMSからの着側

接 続 要 求 に 設 定 さ れ て い る

OFFICEEDグループIDと着信者が在

圏しているIP－BTSから，OFFICEED

エリア圏内からの発信か否かを判定す

る（図3（b）⑬）．OFFICEEDエリア圏

内の場合，IP－RNCは，BS－DTMに拠

点内接続するための通話路の確立を指

示し（図3（b）⑭，⑮），LMMSに着側

接続応答を通知する（図3（b）⑯）．

LMMSは着信要求を着FOMA端末に

通知し（図3（b）⑰），拠点内通話路が

確立される（図3（b）⑱）．
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＊2 OFFICEEDグループ：定額通話が可能なメ
ン バ の 単 位 ． グ ル ー プ の 代 表 者 が
OFFICEEDサービス契約時にメンバの
FOMA端末を一括してグループ登録する．

＊3 短縮番号：本稿では，FOMA端末に割り当
てられたOFFICEEDグループごとに唯一の

2～8桁の番号．
＊4 LMMS：FOMAネットワークにおける回線

交換通信の加入者階梯の交換機．

＊5 IP化対応無線ネットワーク制御装置：IP伝
送路に対応した，無線回線制御や移動制御を
行う装置．

＊6 IP－BTS：IP伝送路に対応した無線基地局
装置．

ユーザ拠点ビル内・外での利用 

FOMA通話 
利用可 

BS－DTM
IP－BTS

IP－BTS
OFFICEED通話 
利用可 

FOMA網 

OFFICEEDエリア 

FOMA端末 

PBX配下端末 

PBX配下端末 
ユーザPBX

PBX－GW

通話路（FOMA端末間の通話時） 
通話路（FOMA端末とPBX配下端末間の通話時） 

図2 OFFICEED接続イメージ



3.2 PBX接続機能／短縮番号機能
PBX接続機能は，OFFICEED契約に

加えPBX接続サービス契約を行った

ユーザに対し，同一OFFICEEDグル

ープID配下のFOMA端末とPBX配下

端末間の通話を提供するものであり，

「＊55＋PBX端末番号」にて接続可能

である．

本機能を実現するため，ISUP（Inte-

grated Services digital network User

Part）＊9とSIP（Session Initiation Pro-

tocol）＊10間の変換を実施するSMG

（Signaling and Media Gateway），

FOMA網とPBX網を相互接続するた

めの音声データの符号化方式の変換と

同時に制御信号をSIPに変換するため

の機能を具備したPBX－GW（PBX－

GateWay）を新規に開発した．これら

の装置の概要については，4章にて述

べる．また，FOMA端末発PBX配下

端末着時に，ダイヤルされたPBX端

末番号からPBXへのルーティング情

報（以下，PBX－GW情報）を求める

番号変換機能がSCP（以下，番号変換

SCP）に追加され，PBX－GW情報か

らPBXへ接続する機能がLMMS，

SMGに追加された．

PBX接続のシーケンスを図4に示

す．FOMA端末にて「＊55＋PBX端

末番号」をダイヤルすると（図4（b）

①），PBX配下端末への発信要求を受

信したLMMSは（図4（b）②），発信者

のOFFICEED契約判定（図4（b）③），

発側エリア判定を実施する（図4（b）

④）．番号変換SCPに対しPBX端末番

号の番号変換要求を送信する（図4

（b）⑤）．番号変換SCPは発信者の

OFFICEEDグループIDをキーに接続

先PBX－GW情報を導出し（図4（b）

⑥），LMMSに対して応答する（図4

（b）⑦）．LMMSは受信したPBX－GW

情報を基にルーティングを行い，

GMMS（Gateway Mobile Multimedia

switching System）＊11を経由してSMG

まで接続される（図4（b）⑧）．SMGは

着信者のPBX契約を判定後（図4（b）

⑨），PBX－GWを経由してPBXまで接

続する（図4（b）⑩）．PBXではPBX端

末番号を基にPBX配下端末の特定を

行い（図4（b）⑪），着側接続要求を送

信する（図4（b）⑫）．これにより，FOMA

端末，IP－BTS，BS－DTM，PBX－

GW，PBX，PBX配下端末間で拠点内

通話が可能となる（図4（b）⑬）．

短縮番号機能は，FOMA端末に対し

て短縮番号を割り当て，「＊55＋短縮

番号」でのFOMA端末着信を可能と

8

＊7 基地局間データ転送装置：ユーザビル構内
に設置され，音声データおよびAV（Audio
Visual）データを折り返す機能を有し，構内
通信を可能とする装置．

＊8 サービス制御装置：加入者のサービス情報
（契約情報や設定情報）の管理機能，および

サービス制御機能を有する装置．
＊9 ISUP：加入者電話ネットワークを制御する

ために使用される通信規約であるSS7（Sig-
naling System No.7）共通線信号方式の一部
であり，ISDNにおける接続処理を行う．

＊10 SIP：VoIPを用いたIP電話などで利用され

る．IETF（Internet Engineering Task Force）
で規格化された通話制御プロトコルの1つ．

＊11 GMMS：FOMAネットワークにおける回線
交換通信時の他オペレータとの関門交換機．
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（a）通話路 （b）制御信号 

着FOMA端末 発FOMA端末 
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IP－BTS IP－BTS

IP－RNC
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ドコモ網 

ユーザ拠点ビル 
BS－DTM

通話路（FOMA端末間拠点内通話） 

着FOMA端末 着IP－BTSSCPLMMSIP－RNCBS－DTM発IP－BTS発FOMA端末 

①＊55＋着FOMA番号ダイヤル 

③発信者契約判定 

④発側接続要求 

⑩着信者契約判定 

⑪着信情報問合せ応答 

⑫着側接続要求 

⑭着側通話路確立指示 

⑮着側通話路確立応答 

⑯着側接続応答 

⑱拠点内通話路確立・通話 

⑰着信要求 

⑤OFFICEEDエリア判定 

⑥発側通話路確立指示 

⑦発側通話路確立応答 

⑧発側接続応答 

⑨着信情報問合せ要求 

⑬OFFICEEDエリア判定 

②発信要求 

図3 OFFICEEDノード間シーケンス（基本呼接続処理）



する．短縮番号についてもPBX端末

番号と同様に番号変換SCPにて短縮

番号リストを保持し番号変換を行う．

この機能により，PBX配下端末発

FOMA端末着の場合に，短縮番号にて

ダイヤルすることも可能となり，

GMMSより番号変換SCPへ番号変換

要求が行われ，GMMSは取得した

FOMA番号によりルーティングを行う．

3.3 OFFICEED圏外転送
拠点内接続を試みるが，着信者が

OFFICEEDエリア圏外かつFOMAエリ

ア圏内の場合は，FOMA通話として接

続することができる．OFFICEED圏外

転送時の通話路イメージを図5に示す．

aFOMA端末間通話

LMMSは，着信者収容IP－RNCに対

する問合せによりOFFICEEDエリア
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（a）通話路 （b）制御信号 

発FOMA端末 
着PBX配下端末 

POI：Point Of Interface

OFFICEED 
エリア 

IP－BTS

IP－RNC

LMMS

GMMS SMG

PBX－GW

PBX

番号変換 
SCP

ドコモ網 

ユーザ拠点ビル 
BS－DTM

通話路（FOMA端末とPBX配下端末間拠点内通話） 

着PBX 
配下端末 IP－BTS BS－DTM IP－RNC LMMS

番号変換 
SCP GMMS SMG PBX－GW PBX発FOMA端末 

①「＊55＋PBX端末番号」をダイヤル 

⑬拠点内通話路確立・通話 

②発信要求 

③発信者契約判定 

⑤PBX端末番号の番号変換要求 

⑧着側接続要求 

⑨着信者契約判定 

⑩着側接続要求 

⑪PBX配下端末の特定 
⑫着側接続要求 

⑦PBX端末番号の番号変換応答（PBX－GW情報） 

⑥発信者のOFFICEEDグループIDを 
キーに接続先PBX－GW情報導出 

④発エリア判定・発側接続 
（図3④～⑧参照） 

PBX網 

図4 OFFICEEDノード間シーケンス（PBX接続機能）

発FOMA端末 着FOMA端末 
発PBX配下端末 

OFFICEED 
エリア 

FOMA 
エリア 

IP －BTSIP－B TS

IP －RNC

LMMS

GMMS SMG

PBX－GW

PBX

SCP

ドコモ網 

ユーザ拠点ビル 

BS－DTM

通話路（FOMA端末とPBX配下端末間圏外転送通話） 

通話路（FOMA端末間圏外転送通話） 

PBX網 

図5 OFFICEEDノード間通話路イメージ（圏外転送）



圏外と判断した場合，すでに確立した

拠点内接続用通話路を解放し，FOMA

接続用通話路を確立する．

sPBX配下端末発信通話

着信者がOFFICEEDエリア圏外の

場合，SMGにてPBX－GWへFOMA接

続のための通話路設定指示を行い，

PBX－GWはBS－DTMではなく，SMG

を経由した通話路設定を行う．

3.4 その他の付加機能
保留転送機能とは，通話中の呼を一

旦保留し，別の電話へ転送する機能で

ある．保留転送要求を受信したLMMS

は，保留中のユーザと転送先のユーザ

を収容するBS－DTMそれぞれに拠点

内接続を指示する．

また，OFFICEED優先接続機能も提

供する．これは，「相手の携帯電話番

号」のみのダイヤルで，OFFICEEDエ

リア圏内であればOFFICEED接続と

し，圏外であればFOMA接続とする

機能である．本処理は，発信時に

LMMSにてOFFICEEDエリア圏内判

定を行い，着信時にLMMS，SCPにて

OFFICEEDエリア圏内判定を行う．発

着信者の圏内判定結果により通話路を

選択する．

4. 新規装置概要
OFFICEEDサービスにおいて，

FOMA端末とPBX配下端末との接続

を実現するために3章で述べたSMG

とPBX－GWを新規装置として開発し

た．

各装置のシステム構成を図6に，主

要機能を表1に示す．SMGは，FOMA

網およびPBX－GWとの間に位置し，

FOMA端末とPBX配下端末間の接続

における呼制御を実現する．また

FOMA着信者のOFFICEEDエリア在

圏有無に応じて，通話路を選択する機

能を具備している．FOMA端末とPBX

配下端末間の呼制御信号において，

SMGとPBX－GWの区間は，将来の

All－IP化を考慮して，低コストかつ柔

軟なルーティング制御が可能であるIP

網経由で接続し，プロトコルとして

SIPを採用している．FOMA網における

制御信号はISUPであるため，SMGで

はSIPとISUPの制御信号変換を行う．

PBX－GWは，SMG，ユーザPBXお

よびBS－DTMと接続する．PBX－GW

とBS－DTMの間で通話路を確立させ

ることにより，コアネットワークを経

由しない拠点内通話を実現する．

PBX－GWは，ユーザPBXとのインタ

フェースとして OD（ Out band

Dialling）＊12タイプ，PRI（Primary Rate

10

＊12 OD：PBXなどで広く利用されている4線式
アナログ電話中継回線インタフェース．
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ALADIN：ALl Around DoCoMo INformation systems 
MoBiLLs－CCCχ：Mobile communication BiLLing systems－Customer CDR Collector for X 
RBT：Ring Back Tone

ALADIN

加入者データ 
管理 

共通線信号 
変換部 

音声データ 
変換部 

課金データ機能部 

呼制御部 

MoBiLLs－CCCχ FOMA網 

PBX網 BS－DTM

SMG

PBX－GW
呼制御信号 
変換部 

音声データ 
変換部 

音源再生機能 
（RBTなど） 

図6 SMG，PBX－GWのシステム構成

対象装置 

SMG 

 

 

 

 

 

 

PBX－GW

　　   機能 

呼制御 

共通線信号変換 
　 

音声データ変換 
　 

加入者データ管理 
　 

課金データ 

呼制御信号変換 
　 

音声データ変換 
　 

音源再生 

 概要 

FOMA端末とPBX配下端末間の接続における発着信の呼制御 

交換機との呼設定のため，交換機の信号プロトコル（ISUP）と 
PBX－GWの信号プロトコル（SIP）の信号を変換 

OFFICEED圏外転送時の交換機との音声通信のため，交換機の伝送インタフェ 
ース（STM ）とPBX－GWの伝送インタフェース（IP）を物理的に変換 

ALADINから設定された情報を受信し，PBX接続契約などの加入者 
データを管理 

MoBiLLs－CCCχへ課金情報を転送 

ユーザPBXとの呼設定のため，SMGの信号プロトコル（SIP）とユーザPBX 
の信号プロトコル（Q.931aまたはアナログ電話の方式）の変換 

ユーザPBXとの音声通信のため，SMGの伝送インタフェース（IP）とユーザ 
PBXの伝送インタフェース（OD/PRI）を物理的に変換 

交換機からの要求に対し，RBTなどの音源を送出 

STM（Synchronous Transfer Mode）：同期転送モード． 

表1 SMG，PBX－GWの主要機能



Interface）＊13タイプの2種類を提供す

る．これらの装置の外観を写真1に，

基本仕様を表2に示す．PBX－GWと

ユーザPBXとの接続は，ODタイプの

場合はアナログ電話の方式で，PRIタ

イプの場合はQ.931a＊14で行う．よっ

て，PBX－GWでは音声データの符号

化方式の変換と同時に，各プロトコル

の制御信号をSIPへ変換している．各

装置においてインタフェース種別ごと

にプロトコル変換を行うことで低コス

トでのFOMA端末とPBX配下端末の

接続を実現した．またPBX－GWは，

ユーザビル構内に設置するため，拠点

内のユーザ数やトラフィックに応じた

拡張性を確保することが望ましい．そ

のため，ユーザPBXの規模に応じて

複数台のPBX－GWを設置することを

可能としている．

なお，SMGは，開発したソフトウ

ェアを汎用サーバ群へ搭載することに

より実現し，PBX－GWは汎用のVoIP－

GW（Voice over IP－GateWay）＊15をベ

ースとした新規ハードウェア開発を行

うことにより低コストでの提供を実現

した．

5. あとがき
本稿では，OFFICEEDサービス，ネ

ットワーク制御の概要およびPBX接

続に必要となるシステムの概要につ

いて解説した．今後もさらなるニーズ

に応えた機能拡張を図っていく予定

である．
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＊13 PRI：ITU－T（International Telecommuni-
cation Union Telecommunication Standard-
ization sector）が標準化した，ISDN回線の
1次群インタフェース規格．

＊14 Q.931a：ISDNでDチャネルを使用する発
着信手順を定めたITU－T勧告．

＊15 Vo IP －GW： PBX に接続し，音声を IP
（VoIP）化するゲートウェイ．

NTT DoCoMoテクニカル・ジャーナル Vol. 15 No.2

表2 PBX－GWの基本仕様

同時接続数 

サイズ（mm） 

重量 

ODタイプ 

4ch 

W210×D163×H38 

1kg

PRIタイプ 

23ch 

W430×D250×H44 

3kg

写真1 PBX－GW外観

（a）ODタイプ

（b）PRIタイプ


